
第 16回 国立環境研究所琵琶湖分室セミナー 

「持続的漁業に向けた琵琶湖魚類の行動解析」 

 

日時：2018年 8月 31日（金）15：00-16：00 

セミナー講師：光永 靖（近畿大学農学部 水産学科） 

 

これまで琵琶湖の在来・外来魚類に超音波発信機やデータロガーを挿入して放流し，行動を追跡

するテレメトリー調査を行ってきた。湖に設置した 34台の自己記録式受信機，和船に搭載した 1

チャンネル受信機，モーターボートに搭載した 4チャンネル受信機を用いて，行動をモニタリング

した。ビワマスは北湖全域で表層から底層まで広く利用していること，ニゴロブナは産卵期に特定

の水温域を目指して南湖内を移動すること，オオクチバスは 2月に大きく移動するため刺し網など

の受動漁具での捕獲が有効であることなど，持続的な漁業に向けた行動解析結果を紹介する。 
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１．固有種ビワマス（北湖）
２．外来種オオクチバス（南湖）
３．固有種ニゴロブナ・ゲンゴロウブナ
（南湖～北湖）

http://animal.myds.jp/aquatic/

「持続的漁業に向けた琵琶湖魚類の行動解析」

国立環境研究所・琵琶湖分室セミナー 第16回
平成30年8月31日（金）15:00～16:00

近畿大学農学部 光永靖
水産学科・准教授

大津漁業協同組合・准組合員
琵琶湖海区漁業調整委員

「ビワマス」
いつ？
どこで？
なにしてる？

「漁業」
いつ？
どこで？
どうやって？

一致→大漁→獲りすぎ
好時期・場所

不一致→不漁→護る（まもる）
禁漁時期・場所

ビワマスのことを良く知ろう
敵を知り己を知れば百戦危うからず

獲る（とる）＝護る（まもる）
表裏一体

？
親魚

稚魚
幼魚（5~7cm）

若魚

成魚

降湖

遡上

琵琶湖
（2~4年）河川

産卵期：10~12月
（禁漁期：10~11月）

卵

ビワマスの一生

25cm以下
禁漁

日本一大きな湖「琵琶湖」
674km2

琵琶湖にしかいない「固有種」

「ビワマス」は「琵琶湖」の
どこにいるの？

どのくらいのスピードで？
どこまで泳いでいくの？
どこまで潜るの？
どんな温度？

北湖
27.3km3

平均44m
最大104m

南湖
0.2km3

平均3.5m
最大8m 10km

？
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ビワマスのことを良く知る
獲る（とる）＝護る（まもる）

バイオ・テレ・メトリー
いきもの・離れたところから・測る

バイオ・ロギング
いきもの・記録する

手術

麻酔

記録計

発信機

発信機

受信機
水中マイク

GPS
地球上の位置
（緯度・経度）

個体番号
水温
水深

BS 0903 全長52cm，体重1.3kg
2009年7月24日11:40放流
17:50まで6時間11分追跡

スタート

刺網

11:40

17:50
平均速度
0.9BL/秒
47cm/秒

平均時速1.7km
最高時速2.2km

10km

どのくらいのスピードで？
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体
温
（
℃
）

どこまで潜るの？ 最低1m，平均19m，最大45m

どんな温度？ 最低11℃，平均16℃，最高20℃

７/２４

水温 (ºC), 溶存酸素 (mg/L)

頻度（％）

水温躍層
水温が急に冷たくなる層

水
深
（
m
）

餌
アユ？

なぜ？

北湖
19台

南湖
17台

まちぶせ型受信機
計36台

1km 10km

観測塔

橋げた

人工産卵床

エリ（定置網）
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発信機

半径約100m

個体番号
水温
水深

まちぶせ型
受信機

BS 1005 全長60cm，体重2.5kg
2010年6月11日放流
2010年10月4日まで115日間追跡

10km

25

27

28 29

31

受信機番号

28→29→31→29→31→28→31→28→25
→31→27→29→27→29→27 →29

7月 8月 9月 10月

25

31

受
信
機
番
号

北

南

どこまで泳いでいくの？

約30km南

BS 1006 全長58cm，体重2.4kg
受信機番号28→31
約10kmを約2時間で移動
2.6BL/秒
1.5m/秒
時速5.4km

10km

27

28

31

どのくらいのスピードで？
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BS 1002 全長70cm，体重3.3kg
どこまで潜るの？ 最大73m
どんな温度？ 最低8.3℃

20100
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温度（℃）

水
深
（m
）

水
深
（
m
）

昼

夜

頻度（%）

なぜ？
深くまで（底まで）潜るの？

底層
餌
アナンデールヨコエビ？

20 10
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0
温度（℃）

水
深
（
m
）

頻度（%）

餌
アユ？

水温躍層

BS 1020 全長44cm，体重0.9kg
2010年6月15日放流～7月16日再捕（31日間）
2分毎に温度（体温＝水温）・圧力（水深）を記録

6/16

体
温
（
℃
）

水
深
（
m
）
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BS 1020 約1ヶ月間の記録

夜
刺網

放流

再捕
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体
温
（
℃
）

水
深
（
m
）

6/26 0:00 6/27 0:00
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BS 1020 ある3日間の記録
6/25 0:00 6/28 0:00

昼
活発

夜
水深一定

体温

水温

遊泳水深

温
度
（
℃
）

水
深
（
m
）
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BS 1020 1日の平均水温・水深・体温の関係

6/16 7/7 7/14

暑い！

一定

エリ
Set net
Passive fishing gear

Movement of fish
increases
the opportunity to catch

10 largemouth bass
35 - 55cm TL
Nov. – Dec. Release
Wintering
Pre-spawning
Spawning (May)
Post-spawning

V13TP-1L, Vemco
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South basin
17 stations
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South basin
17 stations
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放流 2008/4/21-5/26
30

供試魚、Station（St.)
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南湖 ニゴロブナ成魚 20尾
ゲンゴロウブナ成魚 10尾

Apr-Jun 2008
Appearance Ratio 

Distance Ratio from Location
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季節分布
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Oct-Dec 2008
Appearance Ratio 

季節分布
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Spearman順位相関係数検定

Nigorobuna

Spearman’s Correlation Coefficient
r=0.942, P<0.001

36

繁殖期の距離比

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4 1.6 1.8

Distance Ratio in 2008

D
is

ta
nc

e 
R

at
io

 in
 2

00
9



2018/8/31

10

Spearman’s Correlation Coefficient
r=0.754, P<0.001

Gengoroubuna

37

繁殖期の距離比
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